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原著、総説（年号の後にR と付記）、著書（同B と付記）の3 項目に分けて掲
載し、同研究室・グループ内では著者姓のABC 順に配列した。*は研究室間共
同研究論文で重複掲出。下線は当該研究室教職員。 
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博士論文（生物学教室教員指導分）  
 
生体分子機能学研究室（倉光研）  
宮崎 敏子 
高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8由来 cold shock protein 1の機能解析 
中根 修平 

DNA 修復系で働く DNA ポリメラーゼ X の分子機能・細胞機能解析 
高畑 良雄（生命） 
高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8株におけるリン酸化プロテオーム解析 

 
生体膜機能学研究室（金澤研）  
婁 欣瀚 
小胞輸送における Na+/H+exchanger(NHE6) の役割 

 
分子遺伝学研究室（升方研）  
福浦 正義 
分裂酵母におけるサイクリン依存性キナーゼによる DNA複製の制御 

 
神経可塑性生理学研究室（小倉研）  
大江 祐樹（生命） 
繰り返し LTP誘発後のシナプス強化現象の生理学的および形態学的解析 

 
発生生物学研究室（西田研）  
米谷 匡史 
線虫C. elegans生殖顆粒の形成および 生殖細胞特異的分配におけるPGLタン
パク質の役割 

西出 和彦 
神経胚回転によるマボヤ幼生の左右非対称性の決定 
橋本 秀彦 
ホヤ胚の脊索誘導における応答能消失の分子メカニズム 

 
植物細胞生物学研究グループ（高木研）  
高松 秀安 
ホウレンソウにおけるアクチン細胞骨格に依存した葉緑体アンカー機構の解
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年譜   
2011年  
4月 1日 倉光成紀教授、専攻長・学科長に就任。 
4月 6日 入学式。生物科学科入学者 58名（うち生物科学コース 30名、生命

理学コース 28名）。2010年度学部入学者担任は、生物科学コース
冨永恵子准教授、生命理学コース高木慎吾准教授。 

 大学院生物科学専攻博士前期課程入学者 56名。博士後期課程入学
者 11名。 

4月 16日  フレシュマンリトリート（兵庫県立「人と自然の博物館」見学後、
福利センター3階にて茶話会）。 

5月 30-31日 台湾国立清華大学‐大阪大学学生シンポジウム。 
6月 13日 大学院入試説明会兼オープンキャンパス（7月 9日(土)に第 2回）。 
6月 12日 サイエンスパートナーシッププログラムを実施（6月 11日（高校

生 31名、高校教諭 7名）、10月 2日（高校生 32名、高校教諭 4名）、
担当は増井良治准教授、吉本和夫研究員）。 

8月 11-12日 生物科学専攻博士前期課程入試。合格者 61名。うち本学部卒業者
27名、他大学卒業者 34名。 

8月 9日 高校生対象理学部オープンキャンパス実施。 
8月 26-28日 第 30回高校生対象公開実習（高校生 35名、高校教諭 6名、増井准

教授、吉本研究員）。 
9月 6-27日 JSPS「大航海時代」プロジェクトの一環として、科学英語海外語

学研修（モントレー）。9月 30日に阪大にて英語で口頭発表会を開
催。 

9月 21-22日 生物科学科縦断合宿。両日ともに、日本生化学会年会（京都国際会
館）を 見学（学部学生無料制度を活用）。初日の夕方は、「白浜

荘」（滋賀県高島市）に移動して講演会・分科会・懇親会。参加者

39名（B1 17名、B2 11名、B3 6名、ゲストスピーカー(井戸篤史、
宅宮規記夫) 2名、教員 3名）。 

9月 26-27日 台湾成功大学‐大阪大学フォーラム。 
9月 29日 荻原哲教授、最終講義（大学会館）。 
9月 30日 博士前期課程 1年次生研究報告会。終了後、懇親会。 
 荻原教授定年(早期)退職。 
10月 1日 博士後期課程（10月入学）1名入学。グローバル 30プロジェクト

による「化学•生物学複合メジャーコース」博士前期課程 1名、博
士後期課程 1名入学。 

10月 25日 河添好孝君（升方研）第 21回 DNA複製・組換え・ゲノム安定性
ワークショップ「優秀発表賞」受賞 

11月 5-6日 大学祭期間中に、「生物科学専攻・研究室紹介‐オープンラボ」実



施。 
11月 6日 大学祭・大阪大学同窓会（大阪大学ホームカミングデイ）に合わせ

て開催された理学部同窓会にて、旧制学部生物学科・第 2期生・田
澤 仁東大学名誉教授が講演。その後生物同窓会総会を開催。同夕、
懇親会。 

12月 15日 理学懇話会（豊中キャンパス見学の後、大阪大学中之島センターで
開催）。 

12月 17日 教育 GPによる将来展望ワークショップ開催（D501大講堂）。 
12月 26-28日  第 31回高校生対象公開実習（高校生 37名、高校教諭 6名、増

井准教授、吉本研究員）。 
12月 9日 三井慶治助教、西野敦雄助教送別会。 
12月 11日 三井助教退職（パナソニックへ）。 
12月 31日 西野助教退職（弘前大学へ）。 
 
2012年  
2月 2-3日 卒研配属説明会・研究室紹介。生命理学コースの学生および吹田キ

ャンパスの研究室を含めて実施。 
2月 13-14日 生物科学専攻 博士前期課程 第二次募集入試。合格者 8名。留学生

特別選抜、合格者 1名。 
 生物科学専攻 博士後期課程入試。合格者 11名。 
2月 16-17日 生物科学専攻修士業績発表会。修士学位認定 57名。 
2月 20日 生物科学専攻博士業績発表会。今年度博士学位認定計 18名（5•8・

11月認定分を含む）。 
2月 24日 生物科学科・生命理学コース卒業研究発表会。 
2月 25-26日 学部入試前期日程。合格者生物科学コース 28名、生命理学コース

11名（志願者それぞれ 86名、17名）。 
2月 27日 生物科学科・生物科学コース卒業研究発表会。 
3月 1日 若手アプレンティス 23年度報告会。 
3月 6日 統合理学特別コース 博士前期課程入試。合格者 1名。 
 統合理学特別コース 博士後期課程入試。合格者 1名。  
3月 12日 学部入試後期日程。合格者生命理学コース 20名（志願者 54名）。 
3月 14日 常木和日子教授、最終セミナー（D501教室）。 
 常木教授、松下昌史助教、和田啓助教、岡本江利子事務補佐員の送

別会。 
3月 17日 金澤浩教授、最終講義（阪大会館） 
3月 22日 卒業式。学部卒業者 54名（生物科学コース 29名、生命理学コース

(第１期生) 25名）。 
 学位授与式。本年度博士前期課程修了者 57名。博士後期課程修了



者（学位取得者）13名（うち 7名は単位修得退学後 3年以内の課
程博士；6・9・12月修了者を含む）。 

 卒業祝賀会（生物同窓会主催）開催。 
3月 27日 生物科学専攻•博士後期課程の院生を対象とした中間報告会を開催。 
3月 31日 金澤教授（中国学園大学へ）、常木教授、定年退職。松下助教（大

塚製薬へ）、和田助教（宮崎大学へ）退職。岡本事務補佐員、退職(本
部職員へ)。 

4月 1日 当専攻・学科の専攻長・学科長を倉光教授から滝澤温彦教授に交代。 
 松野

まつの

健治
けんじ

教授（東京理科大学より）、上田
うえだ

昌宏
まさひろ

教授（理化学研究所

より）、小沼
おぬま

健
たけし

助教（米ミシガン大学より）、仲庭
なかにわ

哲津子
て つ こ

助教（関

西学院大学より）着任。協力講座（蛋白質研究所）に古川
ふるかわ

貴久
たかひさ

教授

（大阪バイオサイエンス研究所より）着任。井汲
いくみ

麻紀
ま き

事務補佐員（西

田研・福山研秘書）着任。 



平成 24 年度理学研究科執行部 
 
研究科長  篠原 厚（化学） 
評議員（筆頭副研究科長）   原田 明（高分子） 
副研究科長    西谷 達雄（数学） 

 小川 哲生（物理）  
 下田 正（物理） 
 近藤 忠（宇宙地球） 
 青島 貞人（高分子） 

専攻長 数学専攻長     渡部 隆夫 
物理学専攻長    久野 良孝 
化学専攻長     中澤 康浩 
生物科学専攻長   滝澤 温彦 
高分子科学専攻長  鬼塚 清孝 
宇宙地球科学専攻長 川村 光 



教室スタッフ（含研究員）一覧  
 平成 24年 4月 1日現在 
 
専攻長・学科長 滝澤 温彦 
 
教員・研究員  
構造生物学研究室  
教授 福山 恵一 
准教授 大岡 宏造 
助教 仲庭 哲津子 

生体分子機能学研究室  
教授 倉光 成紀 
准教授 増井 良治 
助教 中川 紀子（休職中） 
助教 Kim Kwang（金 光） 
招聘研究員 吉本 和夫 

分子遺伝学研究室  
教授 升方 久夫 
准教授 中川 拓郎 
助教 高橋 達郎 
研究員 小川 志帆 

神経可塑性生理学研究室（生命機能研究科）  
教授 小倉 明彦 
准教授 冨永(吉野) 恵子 

細胞内情報伝達研究室（生命機能研究科）  
教授 河村 悟 
准教授 橘木 修志 
助教 和田 恭高 
研究員 筒井 圭 

発生生物学研究室  
教授 西田 宏記 
助教 熊野 岳 
助教 小沼 健 
特任助教 山田 温子 (G30学部教育担当) 

植物生長生理学研究室  
教授 柿本 辰男 
助教 高田 忍 
助教 田中 博和 



研究員 辻村 香織 
研究員 田中 左恵子 

核機能学研究室  
教授 滝澤 温彦 
准教授 久保田 弓子 
助教 三村 覚 
特任助教 Tak Yon-Soo（卓 妍秀、G30大学院教育担当） 

細胞生物学研究室  
教授 松野 健治 
助教 山川 智子（4月 16日より） 
研究員 笹村 剛司 
研究員 黒田 純平 

1分子生物学研究室  
教授 上田 昌宏 
助教 宮永 之寛（4月 16日より） 

分子生物学・教育研究グループ  
教授 米崎 哲朗 
助教 大塚 裕一（生命理学コース教育担当） 

生物分子エネルギー変換学研究グループ  
准教授 荒田 敏昭 
准教授 井上 明男 
招聘研究員 相原 朋樹 
招聘研究員 植木 正二 
招聘研究員 武田 壮一 

植物細胞生物学研究グループ 
准教授  高木 慎吾 
助教  浅田 哲弘 
招聘研究員 Islam, Md. Sayeedul 

神経回路機能学グループ（アプレンティス）  
 准教授 木村 幸太郎 
 研究員 藤田 幸輔 
理論生物学グループ（アプレンティス）  
 准教授 藤本 仰一 
 研究員 松浦 弘典 
学際グループ  
准教授 古屋 秀隆 
講師 伊藤 一男 

 



技術職員  
技術員 大森 博文 （ネットワーク、共通機器管理担当） 

 
事務職員  
事務補佐員 宇田 祐子 （倉光研・高木研担当） 
事務補佐員 井汲 麻紀 （福山研・西田研担当） 
事務補佐員 大島 みどり （柿本研・滝澤研担当） 
事務補佐員 井ノ口 左恵 （荒田研・アプレンティス担当） 
事務補佐員 隅田 理恵  （升方研担当） 
事務補佐員 松宮 早苗  （上田研担当） 
事務補佐員 田辺 仁紀子 （河村研・小倉研担当） 
事務補佐員 高嶋 典子  （米崎研・教務担当） 
事務補佐員 吉田 美津子 （松野研・専攻長事務担当） 
事務補佐員 市川 麻世 （ITP担当） 
事務補佐員 三枝 陽子 （教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 
事務補佐員 池上 恵子 （教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 

 


